
 

 

 

 
 

☞運動会 ご声援ありがとうございました。21 日(土)  

心配されました天候は，プログラム１番の「勇気

１００％」をグランドが荒れないように基本的な 

準備運動に変更した他は，プログラム通りに 実施

することができました。 

 子どもたちは練習の成果をしっかりと発揮し，生

き生きと活動する姿を皆様に見ていただけたのでは

ないかと考えています。 

 特に，練習時間をかけた各学年部の表現・組体操

は子どもたちの笑顔が印象的でした。達成感・成功  

体験を子どもたちが味わうことができたと思います。 

本年度は個人走や

団体戦の結果，948 対

922 で赤組が優勝しま

した。小学生らしく力いっぱい走る姿や，団体戦で

は微笑ましい姿も見られました。 

「つんつく踊り」，PTA 綱引き，旗取りなどを含め

皆さんと共に創り上げた思い出深い運動会になりま

した。皆様のご声援本当にありがとうございました。 

☞2 年生 栗拾い 9/25 

25 日(水)に 2 年生が南部丘陵公園内

にて栗拾いの体験を行いました。事前

に「四郷栗の木林をつくる会」の皆  

さんにお世話になり，栗を落として 

おいていただきました。子どもたちは，

イガイガの栗を軍手やトングを使って拾いました。イガ 

イガの自然のままの栗に触れることが大切ですね。 

☞教育実習生さん 4 週間の実習終わる! 

 9月２日から2名の教育実習の学生さんが本校にて養護教諭や教諭の仕事を体験しました。 

実際の教育現場の様子をどのように感じたのでしょうか。 

 一人ひとりの子どもたちを大切にする素敵な教員になってほしいと思います。 
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☞生活習慣チェック！！ 
  令和元度も早いもので来週から後半に入ります。 

  それぞれの学年が次の学年に上がるステップアップの時期に入ります。学習だけでなく 

 基本的な生活習慣もチェックしてほしいと思います。 

  以下のアンケートを参考にご家庭でも学年の発達段階に応じて話題にしてみてください。 

□「おはよう」「行ってきます」「ただいま」「おやすみ」などのあいさつを毎日きちんと 

交わしている。 

□ 睡眠時間は？            （ ８時間以上  ８時間未満 ） 

□ ゲームをする時間は？        （ １時間未満  １時間以上 ） 

□ 家で毎日学習する時間は？      （学年×10分以上 学年×10分未満） 

□ 朝食を毎日とっている。  □ 排便はほぼ毎日ある。      

□ 学校の用意を決まった時間にする。明日の予定は今日のうちに用意している。  

□ 家庭で毎日手伝いをする。自分の仕事が決まっている。                  

□ 朝，学校に着ていく服装（体操服の用意を含む）は自分で用意している。 

□ 出かける際には，行き先や帰る時刻を家の人に伝えている。 

□ 勉強（宿題など）は自分で進んでやっている。ＴＶはつけていない。 

□ 週末には，上ぐつを自分でゴシゴシ洗っている。 

□ 家でも食べ終わった茶わんや皿などを，流し台まで持って行っている。 

□ 朝食や夕食のとき，ＴＶはつけていない。家の人と学校のことなどを話している。 

□ 朝と寝る前には，必ず歯をみがいている。 

☞授業参観・PTA 家庭教育講座 (6 年 修学旅行説明会) 10/4(金) 

  10 月４日(金) の 5 限目(13:45～14:30)を公開します。なお，6 年生は，この５限目に   

修学旅行(10/23・24)の説明会を体育館にて実施します。 

 PTA 家庭教育講座は 14:35 より体育館にて受付，14:55 開始予定です。 

演題は「子どもが強く生き抜くために～自分の万が一，考えてますか?」と題して四日市市

消防団サルビア分団団長;東 郁子様にご講演いただきます。 

災害時の対応について，ご家庭でのコミュニケーションを見直すきっかけにもなるとの 

こと，ぜひお話を聴いていただきますようご案内致します。 

☆駐車場はありません。徒歩または自転車でお越しください。 

☞秋の童謡「栗」ではなく「どんぐりころころ」・・・歌詞の意味？ 
童謡「どんぐりころころ」の歌詞 ご存知ですか？ 

1番 どんぐりころころ どんぶりこ
．．．．．

 お池にはまって さあ大変 

どじょうが出て来て 今日は ぼっちゃん一緒に 遊びましょう 

2番 どんぐりころころ よろこんで しばらく一緒に 遊んだが 

やっぱりお山が 恋しいと泣いてはどじょうを 困らせた 

 ☞ 山にいる“どんぐり”が誤って池に落ちてしまいました。さあ大変です！ 

   そこで，池に暮らす“どじょう”が登場して早速どんぐりを励まして一緒に遊びます。 

    でもどんぐりは，やっぱり山が恋しいと泣いてしまいます・・・。 

     悲しい結末のまま，この童謡は終わるのかご存知ですか・・？（続きは次号以降で） 


